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「財務会計諸概念に関するステートメント第 1 号 営利企業の財務報告の基本目
的」（Statements of Financial Accounting Concept（以下「SFAC」という）No.1, 
Objectives of Financial Reporting by Business Enterprises）の公表が嚆矢とさ
れる。FASB は、その後 SFAC 第 8 号「財務報告のための概念フレームワーク
（SFAC No.8, Conceptual Framework for Financial Reporting）」（2010 年）に










年までの IASB と FASB との共同プロジェクトにより一部（「財務報告の目的」
と「財務情報の質的特性」の部分）が「財務報告に関する概念フレームワーク(2010
年)」として改訂された。当該共同プロジェクトは 2010 年以降解消され、その後
は IASB 単独で改訂に取組んできた。その成果は、2013 年 7 月に Discussion 
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Paper, A Review of the Conceptual Framework for Financial Reporting（以下
DP という）としてまとめられた。当該文書は、その冒頭で述べられているよう
に改訂概念フレームワークの公表に向けての第一歩であり、いくつかの問題につ
いてコメントを募集することを意図していた。その後、IASB は DP に寄せられ
た意見を踏まえたうえで、2015 年 5 月に Exposure Draft, The Conceptual 
Framework for Financial Reporting（以下ED という）を公表した。 
 その間、日本からは財務会計基準委員会（ASBJ）（以下「ASBJ」という）を通
じて「ディスカッション・ペーパー『財務報告に関する概念フレームワークの見
直し』に対するコメント（以下「DP に対するコメント」という）」（2014 年 1 月）







発することを目指しているとの記述がある（ED 要約及びコメント募集第 7 章冒
頭，BC 7.2 項）。昨今における財務諸表の表示及び開示を取り扱った IASB と
ASBJ の主要な公表文書は、図表 1 に示すとおりである。 
 
図表 1 財務諸表の表示及び開示に関連する IASB とASBJ の主要公表文書 
公表時期 発行主体 文書名称等 
2013 年 7 月 IASB 
DP（セクション 7「表示及び開示」、セクション 8「包括利益
計算書における表示」） 
2014 年 1 月 IASB 「開示に関する取組み（IAS 第 1 号の修正）公開草案」 
2014 年 1 月 ASBJ 
「DP に対するコメント」（セクション 7「表示及び開示」、セ
クション 8「包括利益計算書における表示」について） 
2014 年 12 月 IASB 修正 IAS 第 1 号「財務諸表の表示」 
2015 年 5 月 IASB ED（第 7 章「表示及び開示」） 
2015 年 10 月 IASB 「公開草案 IFRS 実務記述書－財務諸表への重要性の適用」 
2015 年 11 月 ASBJ 「ED に対するコメント」（第 7 章「表示及び開示」） 
（出所） 各文書に基づき著者作成。 
 




ひとつとなっている。検討に際しては、ED およびその結論の根拠（Basis for 






2. 財務業績の開示に係る ED の論点 

















 ED において、(c) 財務業績に関する情報に関連して示されたコメント募集事項
は、①純損益計算書の記述、②収益又は費用の項目のその他の包括利益での報告、
および③リサイクリングである。これらの 3 つの論点に即して、DP と ED を比
較した結果は以下のとおりである（図表 3）。 
 




























することである（ED 7.20 項）。 
・純損益計算書に含められる収益及び費用
は、企業の当期の財務業績に関する情報の主





















た（DP 8.38 項）。 





































 しかし、DP と同様に ED でも純利益の定義がなされないままとなっている。























 現行の基準レベルでみると、IAS 第 1 号「財務諸表の表示」において、各基準
において OCI の内訳項目に含めることが要請されている諸項目が列挙表示され































 (2) ED に対するASBJ のコメント 
① 純利益の定義が示されていないことについて 








ないという意見があった（BC 7.32 項）。すなわち、収益及び費用の項目を 2 つの
明確な区分に分離して、一方の区分に含まれるすべての項目が同じ特徴を共有す






記載することを提案している（BC 7.36 項）というものである。 






































（138 項）。図表 5 において、上記①および②に述べられた両者の見解をまとめて
いる。 
図表 5 純利益と包括利益の表示に関する IASB と ASBJ の考え方 
































③ OCI のリサイクリングについて 

















以上の両者の見解は、図表 6 にまとめられている。 
 
図表 6 OCI のリサイクリングに関する IASB と ASBJ の考え方 


























3. 財務業績の開示に係る ED の検討 



































定が包括利益から OCI を区分する基準となり、同様の基準が OCI を純利益にリ
サイクリングするに際にも適用されることとなるのである。 
 














































象的な概念である。その結果、OCI を認識する基準にも OCI のリサイクリング
を行うルールにも曖昧さが残され、投資家が投資の成果を確認し、投資意思決定
の期待の改定の基礎としてきた純利益の変容をもたらすこととなる。 









 (1) SFAC No.3, Elements of Financial Statements by Business Enterprises はその後
SFAC No.6, Elements of Financial Statements に置き換えられた。また、SFAC No.1 お
よびSFAC No.2は IASBとの共通の概念フレームワークとして公表されたSFAC No.8の
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第 1 章および第 3 章にそれぞれ置き換えられた。 
 (2) その後表現上の検討および修正が行われ、2006 年にアップデートされている。 
 (3) たとえば、次のような文書がASBJ から IASB に提出されている。 
 ・ASBJ’s Short Paper Series No.2 “Recognition Criteria in the Conceptual Framework ” 
(November 2015)  
 ・ASBJ’s Short Paper Series No.1 “Is OCI Unnecessary?” (May 2014)  
 ・Accounting Standards Advisory Forum meeting “Profit or Loss/ OCI and Measurement” 
(December 2013)  
 ・Accounting Standards Advisory Forum meeting “Identification, Description and 
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（2016 年 1 月 8 日受理） 
 
